
1 年学年だより   

《車いす体験授業》 

ちょっとした段差を上るときはステッピングバー

を踏みキャスターをうかせます。 

段差をおりるときには後ろ向きでおろします。 
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１２月４日（水）社会福祉協議会、福祉教育ボランティアの方々総勢 16 名の方に

来ていただき、高齢者疑似体験授業と車イス体験授業をしていただきました。 

福祉体験を 10 日（火）にひかえ、高齢者の方に対してどんなところに気をつけて

あげればよいのか、少しでも肌で感じることができたのではないでしょうか。 

装着したもの 

白いフィルムをつけたゴーグル 

イヤーディフェンダ 

足や手につけるおもり・膝や肘につけるサポーター 

軍手 

《高齢者疑似体験授業》  

新聞の小さい文字が

見えない。近くまで寄

せないと読めなくて

苦労した。 

がま口開けにくかった。  
お金を出すのに時間がかかっ

た。5 円と 10 円を間違えた 
 

手が重くてペットボ

トルの水が入れにく

かった。 
水をいれててもどれ

くらい入っているか

わからなかった。飲

み物を飲むとき腕が

曲がりにくかった。 

近くの音しか聞こえなかった。  
関節が思ったように動かなかった。  
動きづらくていらいらした。 
段差でも足が曲がりにくくて大変だった。 
足が重くて変な歩き方しかできなかった。 
お金落としても膝が曲がらないから拾いに

くかった。 
思ったより介助が必要だと実感した。 
 

介助の人の感想 
はたから見ていてつら

そうだった。 
いつたおれるかと不安

だったし、何をしてあげ

ればよいのかわからな

かった。  
聞こえにくそうでコミ

ュニケーションをとる

のが難しかった。 

を福祉体験で活かそう！ 

思ったより揺れが大き

く、早すぎると怖かった。        

段差で持ち上げられると

きヒヤッとした。 
声かけがないと怖くて不

安になった。  

介助の人の感想 
意外と重かった。声かけあった方が

いい 曲がるところが難しかった。

一つ一つの声かけを忘れていた。 
危ないと思っても自分で止められな

い。 段差のところで車イスをあげ

る加減が難しかった。 
 

● 保護者の方へ ● 

明日 12 月 10 日（火） 福祉体験について 

朝から各福祉施設に出向き、1 日体験をさ

せていただきます。施設の場所、時間、昼食、

交通手段は施設によって違いがあります。詳

しくは、お子様を通じて「自宅保管用メモ」

をお渡ししますのでご確認ください。 


